
平成２３年度一般会計補正予算最終専決の概要

【最終専決額】 １３３百万円

累 計 ５８０，１６６百万円（対前年度最終 ▲１．７％）

※２２年度最終予算額 ５９０，３１４百万円

【歳 入】

○県 税 ９６０百万円

※７月肉付後現計 ９６，４００ → ３月現計 ９７，６００ → 最終 ９８，５６０百万円

○地方交付税 ５３７百万円

※７月肉付後現計１６９，６００ → ３月現計１７６，１６１ → 最終１７６，６９８百万円

○県 債 ▲１，５００百万円

※７月肉付後現計 ８９，９１５ → ３月現計 ８１，９２８ → 最終 ８０，４２８百万円

・【県債残高】２３年度末見込み：１兆４２０億円

（ビジョン：１兆６５１億円、▲２３１億円）

※臨時財政対策債除き：７，５７３億円

（前年度末比▲２６３億円、１０年連続の減少）

【歳 出】

○退職手当 ▲１，７３９百万円

○減債基金積立金 ２，０００百万円

・【財政調整用基金】２３年度末見込み：４５５億円

（ビジョン：３５億円、＋４２０億円）

※持続可能な財政運営のため、最低限必要な基金残高（３００億円）に

対しても、１５５億円のプラスを確保



平成２３年度一般会計補正予算（３月３１日付け専決）

財 政 課

１ 最終専決額 １３３，０６５千円

２ 累計予算額 ５８０，１６６，３９２千円

３ 歳入項目

・県税 ９６０，０００千円

・地方譲与税 １５６，６７９千円

・地方交付税 ５３６，６４２千円

・県債 ▲１，５００，０００千円

・その他歳入 ▲２０，２５６千円

４ 歳出項目

・退職手当 ▲１，７３９，１９８千円

・減債基金積立金 ２，０００，０００千円

・その他歳出 ▲１２７，７３７千円


